
　八千代市赤十字奉仕
団様からガキ大将の森
にＡＥＤ（自動体外式
除細動器)１台を寄附
していただきました。

　住宅火災対策推進協議会が住宅火災の予
防を目的として実施している事業に、消防
本部が応募。選考の結果、東消防署で「春
の火災予防フェスタ」が撮影されました。
　ゲストとして訪れた、タレントのダニエ
ル・カールさんが新しい設備を使った隊員
の訓練を見学。放水訓練やはしご車への搭
乗を体験しました。
　火災から財産や命を守るため、すべての
住宅で設置が義務付けられている住宅用の
火災警報器のほか、スプリンクラー、ガス
警報器、消火器、防炎製品を紹介していま
す。番組は、J：ＣＯＭチャンネル（11Ｃｈ）
で３月28日㈯午後２時と29日㈰午後７時
30分から放送されます。

ありがとう
　ございました

住宅火災に気を付けて
「春の火災予防フェスタ」を撮影

県の指定文化財になって60周年
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像

　村上の正
しょうかくいん

覚院の創建は、保元年間（1156～
58年）と伝えられています。ここには、鎌倉
時代のものと言われる、高さ166cmの木造釈
迦如来立像が祀

まつ

られています。市内では唯一
の県指定有形文化財で、指定されてから今年
で60周年を迎えます。毎年４月の「花祭り」
の日に、一日だけ御開帳されます。
　参道左の釈迦堂には、八千代八福神毘沙門
天のりりしい姿を見ることもできます。
【正覚院に伝わる“おしどり伝説”】
　その昔、村上あたりは阿蘇沼といわれる湿
地帯でした。そこに狩りが好きな、平

たいらのしんえん

真円と
いう侍が住んでいました。
　ある日、弓で1羽のオシドリを仕留めて、
喜んで家に帰りました。その夜のことです。
美しい女性が現れて「あなたは私の夫を殺し
た」と涙ながらに訴え「日くるれば誘ひしも
のを阿蘇沼のまこもかくれの一人寝ぞ憂き」
という歌を残して去っていきました。翌朝外
を見ると、昨日仕留めたオシドリと並んで、
もう１羽がくちばしを合わせて死んでいまし
た。その姿を見た真円は、自分の罪の深さを
悔いて、もう二度と殺生はしないと誓い、出
家して池のほとりに寺を開きました。それが、
今の正覚院だといわれています。
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「
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示

　新川の河津桜。今年の新川千本桜まつり
は中止になりましたが、いつもと変わらず
ボランティアの愛情を受けて元気に花を咲
かせました。

▲やっちも消太くんと火災予防をＰＲ

市民の皆さんの依頼に基づいて掲載していま
すので、内容についての責任は負いかねます。

●子どもネット八千代の事業　①おもしろサ
ウンドパーク　プロのミュージシャンによる
ドラムやラッパ体験とミニコンサート。幼児～
小学生対象。定員30人、幼児は保護者付き添
い。５月６日㉁13時～15時、勝田台文化セン
ター。1,000円　②こどもの国2020　こども市、
子ども同士で物々交換。おもちゃ病院でおも
ちゃドクターの診察。５月６日㉁10時～ 12
時、勝田台文化センター。200円　③ガキ大
将の森であそぼう　森の遊び体験・火おこし
体験。幼児～低学年の親子対象。定員20組。
６月６日㈯10時～15時、ガキ大将の森。３歳
以上500円。いずれも申し込みは、平日10時
～ 16時同事務局・三浦 486-4699へ

●八千代オイコス米づくり体験みんなどろん
こになって米づくりを楽しもう　やちよ農業
交流センター近くの島田谷津で、５月６日㉁
の田植えから稲刈り、脱穀まで手作業で米づ
くりを体験します。小学生以上（小・中学生
は保護者同伴）。先着30人。大人3,000円、子
ども1,000円。別途保険料。説明会を４月19日
㈰10時から、やちよ農業交流センターで行い
ます。申し込みは、４月５日㈰までにメール
でＮＰＯ法人八千
代オイコス・金室
070-3998-8851
desk@yachiyo-
oikos.jpへ。この
事業は市民活動団
体支援金交付制度
申請事業です。
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